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いて、各々0から3でスコア化した他、染色強度および染色態度をNano Zoomer HT Scan 
SystemとTissue Studio Softwareを用いて評価した。 
 MAGLは原発巣に比して転移巣において発現が高まる傾向があり、上記 1)、2)のスコ
アの平均値は転移巣で有意に高かった（リンパ節：p = 0.033, 皮膚：p = 0.010)。原発巣
48例を用いた検討では、腫瘍深達度の指標であるBreslow's tumor thicknessによる対比検
討でMAGL発現のスコアの平均値がpT1：0.46に対し pT4：1.6と増強（p = 0.015）し、脈
管浸潤の有無における対比検討では脈管浸潤例でMAGLが有意に高発現していた（p = 
0.017）。更に、原発巣の52.1％（25/48例）において、腫瘍の表層よりも深層でMAGLの
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Expression of monoacylglycerol lipase as a marker of tumour invasion and progression in 
malignant melanoma 
（悪性黒色腫におけるMonoacylglycerol lipaseの発現は腫瘍の浸潤および進展と相関 
 する） 
